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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は、「測光色画像を用いた視認性推定法の構築とユニバーサルデザインへの展開」と題し、８章で構成されている。 

第 1 章「序論」では、現状の視環境設計の基準や視認性に関する既往研究の問題点を挙げ、実空間の複雑な測光色分布に適用

可能で、弱視者・色弱者を考慮した視覚的ユニバーサルデザインに展開できる視認性推定法が必要であることを述べ、本研究で

は、それらを可能とする視認性推定法を構築し、これに基づいた視覚的ユニバーサルデザインの可能性を示すと述べている。 

第２章「晴眼者を対象とした輝度画像を用いた視認性推定法の構築」では、輝度分布、すなわち色味情報を持たない測光色分

布が、晴眼者の視認性に及ぼす影響を明らかにしている。まず、均一背景と円形視標を用いた視認評価実験を行い、視対象サイ

ズ、視対象と背景の対比、順応輝度、すなわち明視三要素が，それぞれ大きくなるほど視認性が向上することを確認した上で、

視認閾値輝度コントラストの推定法を導き、つづいて，見やすさの程度を評価する見やすさ評価実験より、視認閾値の閾値比に

よって見やすさの程度を推定可能であることを確認した上で、見やすさ評価の推定法を導き，最後に，視野内に高輝度なグレア

光源が存在することによって生じる視認性低下、すなわち減能グレアについて検討し、減能グレアの影響を考慮した視認閾値推

定法を導いている。以上より、晴眼者を対象とした、実空間の輝度分布に適用可能な視認性推定法を新たに構築している。 

第 3 章「輝度画像を用いた視認性推定法の弱視者への適用法の検討」では、低視力晴眼者と弱視者を対象に、前章で構築した

視認性推定法が適用可能であるかを検証している。視野欠損などの視野障害では、視対象サイズが大きい場合、構築した視認性

推定法で推定された視認閾値では視認できない可能性があることを明らかにした上で、その他の弱視者および低視力の晴眼者に

ついては、構築した視認性評価法が適用可能であることを明らかにしている。さらに、より現実環境に近い不均一背景の場合に

ついて、市松模様を用いて検討し、背景の市松模様の格子の輝度コントラストや格子サイズが大きいほど、視対象の形状を正し

く認識できないことを明らかにしている。 

第４章「一般色覚者を対象とした色の影響を考慮した見やすさ評価に関する検討」では、輝度コントラストから L*a*b*表色系

を参考とした測光色コントラストへと展開し、一般色覚者を対象に色の影響を考慮した見やすさ評価実験を行い、一般色覚者で

も、中心視野の S錐体の分布密度が低いために生じる‘小視野トリタノピア’の影響が見られ、背景色度が標準光源 D65に相当

する場合、緑みの黄からスミレ色の円形視標で視認性が低下すること明らかにし、さらに、輝度コントラストが加わることで視

認性が向上することを明らかにしている。 

第５章「色弱者を対象とした色の影響を考慮した見やすさ評価に関する検討」では、１型、２型の色弱者を対象とし、まずヒ

アリング調査によって色弱者の色の見え方の特徴を調査した上で、前章で行った見やすさ評価実験を行い、輝度コントラストが

ない場合には一般色覚者と同様に‘小視野トリタノピア’の影響が見られる一方、輝度コントラストがある場合にはその効果が

色覚型によって大きく異なり、輝度コントラストが正のとき、‘S錐体が機能していない場合の混同色線’に対し、１型は赤側、

２型は緑側の測光色コントラストの条件で視認性が低下することを明らかにしている。 

第 6 章「一般色覚者・色弱者を対象とした測光色画像を用いた視認性推定法の構築」では、第４、５章の実験結果を LMS 刺激

値のコントラストを用いて再分析し、横軸 L刺激値コントラスト、縦軸 M刺激値コントラストとする平面に分析結果を示し、色

覚型ごとに視認できない範囲が異なることを明らかにしている。これを踏まえ、色覚型ごとに視認域を得て、色覚型の影響を考

慮した測光色画像を用いた視認性推定法を構築している。 

第 7 章「実空間の測光色画像を用いた視認性推定の例」では、実空間で測定された測光色画像を用いて、第２、３章で得られ

た成果を基に、輝度画像としてとらえた場合の視認性推定結果を示し、さらに第 6章までに得られた成果を基に、色の影響を考

慮した視認性推定結果を示し、本研究の成果を用いれば、視覚的ユニバーサルデザインに不可欠となる弱視者や色弱者の視認性

が推定可能であることを示し、あるべき視環境設計の在り方を明らかにしている。 

第 8 章「結論」では、各章の成果を踏まえ、本論文の結論を述べるとともに、本論文において構築された視認性推定法の適用

範囲を拡張するための展望について言及している。 

以上を要するに、本論文は、実環境への適用性を有する視認性の推定法を構築し、これを用いることで弱視者や色弱者を考慮

した視覚的ユニバーサルデザインが可能となることを明らかにしており、工学上、建築の設計実務に貢献するところが大きい。

よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値があるものと認められる。 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 


